






















































































表もある） 、九二年一二〇部門表、三十三部門表、六部門表 七 四 四十部門表、六部 二〇〇二年一二二部門表、四十二部門 、六部門表、 〇七年一四二部門表、四十部門表、六部門表が公開されている。　
本研究では、八七年五十九部門表、九二年
三十三部門表、九七年四十部門表、二〇 二年四十二部門表及び二〇〇七年四 をベースとし、 統合でそれらの産業 の
共通化を行った上で、第一次産業で優先産業となっている綿花と、 その他の第一次産業（本稿では「その他農業」と呼ぶことにしている）に分割し、五つ 年で共通の三十三部門表を作り、構成産業部門 統一した。　
実質化にあたっての価格指数の作成は、
八十七年について 新疆の使えるデータが入手できなかったの 中国全国の価格指数と同じという仮定を置いた。滕鑑（二〇〇一）で用いられている価格指数をそのまま用いることにした。九七年表、二〇〇二年表及び二〇〇七年表につい は、製造業、採掘は『中国工業経済統計年鑑』一九九八年版、二〇〇三年版及び二〇〇 版よ 現行価格を実質価格で割って価格指数を求めた。この『年鑑』における複数の産業を含む産業連関表の部門は、各産業の価格指数を生産額割合でウェイトをとり加重平均した。　
九十二年表は、製造業と採掘業につき『中
















外や国内各地との取引量が増大したことによると考えら 八七年から九二年にかけては、製造業の発展も比較的高く、その発展に著しく貢献した は移出であった。そし 、製造業によ 建設業への民間投資需要や製造
業の移出増による商業への中間需要の伸びが建設業、商業の発展を促進させた。一方、民間消費は伸び悩んでい 。第二期の発展主軸　
一九九二年から一九九七年までの第二期に
は、最も発展している産業は、石油採掘、石油加工、化学などであり、それら に大きく貢献している項目は移入代替である。製造業は移出が減り、伸び悩んでいる。化学工業は中間需要で大きく伸びている。化学の場合、中間財需要は農業によ 需要が非常に大きい。そして製造業による建設業への民間投資需要や製造業の移出減による商業への中間需要の停滞が建設業、商 の発展をも抑制する結果となった。　
八七年から九二年にかけては、中央アジア












の時期には正 影響を与 るようになってきたのは西部大開発政策の実質化によ ものと考えられる。　（ショホラット・モハメット　　　
新疆財経大学統計与信息学院助教授）
